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☆第114回 川に学ぼうかい☆ 

長崎大水害42年☆浦上川クリーン活動!! 
2024.6.1(土) 16:00～17:30 頃 浦上川･大橋～対堂橋付近 

 

 299 名の方が犠牲となった 1982.7.23 長崎大水害から、今年で 42 年となりました。 

 今回の活動は、「長崎大水害 42 年☆浦上川クリーン活動!!」として行います。 

 活動では、このときの大水害やその後の豪雨災害で犠牲になられた方々を追悼し、みんな

で協力して少しでも浦上川をきれいにできればと思います。よろしくお願いします。 
 

  

☆長崎大水害について☆ 
 長崎大水害では土砂災害や河川の氾濫が多発し、犠牲者 299 名はわが国の過去 50年の風

水害で最悪となっています。このとき観測した 1時間雨量 187mm は、今も日本記録です。 

   

   

   

今日の活動予定 （時間は目安です。） 

16:00  あいさつ、黙とう、趣旨説明 ⇒ 活動開始  17:00 ごみ分別 

17:10  感想の共有、記念撮影・ごみ運搬 ⇒ 活動終了・解散（17:30を予定） 
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 浦上川の氾らんの原因は、河川の改修が不十分であったことと、流域の都市化が指摘され

ています。大水害を受けて、浦上川では改修工事が行われ、川が倍近く掘り下げられました。 

 近年、地球温暖化に伴う気候変動により、2018 年西日本豪雨災害、2019 年東日本台風豪

雨災害に続き、2020 年熊本の豪雨の球磨川の氾らん等、各地で豪雨災害が頻発しています。 

 長崎大水害は、東シナ海の海水温上昇が背景にあり、気候変動に伴い頻発する豪雨災害の

先駆けといえます。豪雨災害に備えて、災害リスクの把握、気象情報の収集や的確な避難等

とともに、温暖化防止に向けた日頃の取組みなど、気候変動の適応と緩和が求められます。 
 

☆川まな大橋地区の活動とこれから☆ 
 川に学ぼうかい in 浦上川（大橋地区）は、2005 年 8 月 6 日に活動を開始し、防災、環

境や歴史、平和に思いをはせながら、少しずつ私たちのライフスタイルを見つめなおしてい

けたらいいな～と願って活動を続け、間もなく 19 年となります。 

 これからも、「多様なメンバーで、ゆるく、細々と、楽しみながら」をモットーに活動を継

続し、まちごみ･川ごみ･海ごみの関係や防災・環境意識の向上などを念頭に、浦上川や当会

の魅力なども少しずつ発信していけたらと考えています。よろしくお願いします(*^^*)♪ 

   

   

  詳しくはホームページで(^^)/（「浦上川」で検索！） 
川まな大橋地区 長崎大水害42年☆浦上川クリーン活動

（2024.6.1） 配布資料  


